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審   査   の   要   旨 
年 1900万トン余り排出される食品廃棄物の 3割ほどは，堆肥化により資源化されているものの，残りは焼
却や埋め立て等により廃棄されるのみである．食料資源の有効利用が世界的に求められる中，著者は嫌気性
微生物群による有機物の分解・ガス化プロセスに着目し，食品廃棄物の組成に適した発酵槽によるプロセス
特性の解析を行った．すなわち固形状の廃棄物には，物理的粉砕能力の高い回転式媒体を封入した嫌気性発
酵槽を，また窒素分を多く含む液状の廃棄物には，生物膜の形成に優れた固定式媒体を封入した嫌気性発酵
槽をそれぞれ新たに構築し，固形物分解，有機酸・アンモニア生成特性などを実験的かつ反応速度論的に解
析した．得られた工学的知見は，回転・固体式媒体および部分加熱法の導入がプロセス特性の向上において
有効であり，これによる嫌気性発酵が食品産業における廃棄物の再資源化に適用できることを科学的に示す
ものである．よって本論文は生命産業科学の発展に資する優れた学位論文であるといえる． 
平成26年5月29日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によっ
て合格と判定された． 
よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
